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平成２９年第２回邑南町議会定例会（第２日目）会議録 

                               平成２９年３月１３日（月） 

―― 午前９時３０分 開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●議長（辰田直久）おはようございます。定足数に達しておりますので、これより、本日の

会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（辰田直久） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。９番、中村議員、１０

番、日野原議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の質疑 

●議長（辰田直久） 日程第２、議案の質疑。これより議案第１７号から議案第６９号までの質

疑を行います。始めに、議案第１７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久）無いようですので、議案第１７号の質疑を終わります。続きまして、議案

第１８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１８号の質疑を終わります。続きまして、議案

第１９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１９号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２０号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案２１号の質疑を終わります。続きまして、議案第

２２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２２号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２３号の質疑を終わります。続きまして、議案



第２４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２４号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２５号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２６号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２７号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２８号の質疑を終わります。続きまして、議案

第２９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第２９号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３０号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３１号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３２号に対する質疑を終わります。続きまして、

議案第３３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３３号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３４号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 



●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３５号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３６号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３７号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３８号の質疑を終わります。続きまして、議案

第３９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第３９号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４０号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４１号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４２号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４３号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４４号の質疑を終わります。続きまして、議案

第４５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４５号の質疑を終わります。 続きまして、議

案第４６号の質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４６号の質疑を終わります。 続きまして、

議案第４７号の質疑に入ります。質疑はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久）無いようですので、議案第４７号の質疑を終わります。続きまして、議

案第４８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久）無いようですので、議案第４８号の質疑を終わります。続きまして、議

案第４９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第４９号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５０号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５１号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５２号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５３号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５４号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５５号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５６号から議案第６９号までの質疑につきましては、歳入歳出全般にわたっての質疑とさ

せていただきます。質疑の際はあらかじめページ数を示してこれを行っていただきますよう

お願いいたします。はじめに、議案第５６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●瀧田議員（瀧田均） ２番 

●議長（辰田直久） ２番、瀧田議員 

●瀧田議員（瀧田均） ひとつお聞きします。ページ数は２９ページですが、説明欄の上から

二枠目の一番下の００９の０４の機構集積協力金交付金事業ですが、浜井場集落一集落、

法人化の予定が法人にならなかったことによって減額補正というふうに伺っていますが、

その集落の農地の面積は９ヘクタールと聞いていますが少し金額が大きいので、他の集落



もあったのか。それから出し手、受け手の集積協力金がありますが、そういう中身につい

てわかれば教えていただければというふうに思います。 

●植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外 

●議長（辰田直久） 植田農林振興課長 

●植田農林振興課長（植田弘和） 主には浜井場でございましたので。ですが、細かな数字に

ついては今ちょっとその数字を持っておりませんので。どういたしましょう。お時間をい

ただければ調べて報告をさせていただきたいと思います。集落については浜井場だけでご

ざいました。 

●議長（辰田直久） ２番議員、それでよろしゅうございますか。他にございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５６号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５７号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５８号の質疑を終わります。続きまして、議案

第５９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第５９号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６０号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６１号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６２号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●三上議員（三上徹）１５番 

●議長（辰田直久） １５番、三上議員 

●三上議員（三上徹）ページ、６３ページの矢上駅の管理費のことですが。前々からいろいろ

尋ねておったり、また、委員会のほうでも、いろいろ聞くわけですが。中々その、まともと

いうか、今までのいきさつが私たちもずっと昔からのことわかりませんので、仕事内容、あ



るいはあれについていろいろ聞くわけですが。どうも今出とる２６０何万、なにがしの金が

毎年、たいぶ前からこう質問しとるわけですけども、出とるんですけども。この金額をちょ

っと見てみますと、今非常にその福祉施設等で、人が足りないということで金額も中々上が

らない状況でいきますと、この状況をみると、そこでいやあ１５年生、２０年生ぐらいの月

あたりに直すとそのぐらいになるんです。そういうお金が出とるのに対して、どういう仕事

をしとるんだろう。仕事内容はなんだろうか、ということをいろいろ聞くわけですが。どう

も、まわりの管理をしたり定期券を売ったりというぐらいの答えしか返ってこんのですよ。

そういう意味からすると、今までバスが走しっとった駅でしょうけども、それは私鉄のとき、

そこが管理しとったものなのか。はじめから邑南町そのものの管理であったものなのか、そ

のへんが昔のことからいきさつでずっときて、あるいは土地が関係しとるのか。全然わかり

ません。そういうことでまずそれをお伺いしたいと思いました。それと同時に、その次のペ

ージにあります今度それを建て替えると。いうのが今回出てきましたので、それとあわせて

そのへんも一度伺っておかなくてはならないのではないかと思ってお聞きいたします。 

●原定住促進課長（原修）議長 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長 

●原定住促進課長（原修）今、管理を委託しておる方にどういういきさつでそういう現状に

いたったのかについては詳しい経過等は残念ながら把握しておりませんが。業務の内容に

ついてご紹介申しあげれば、１日の流れとして６時２０分前後にまず第１便の邑南川本線

日貫線が出ますので、それの出発確認というのをしていただいて、その後、隣が自宅とい

うこともあって帰られて食事等をされ、また７時半ぐらいから９時半ぐらいまでにあのお、

駅のほうで出入り、出発回数券の販売等問い合わせに対応していただいとる。それで、１

１時過ぎまで駅のほうに勤務してもらってその後昼食等でまた帰ってもらう。午後１時ぐ

らいから５時半ぐらいまでまた再度問い合わせ販売等の対応で出ていただいている。とい

う主に大まかな１日の流れはこういった流れになっておりますが。 

●三上議員（三上徹）議長 

●議長（辰田直久） 三上議員 

●三上議員（三上徹）今この前の総務委員会でもそういうことを聞いたわけですが。その仕事

内容的に例えば委託をするんであればその切符を売る分は矢上高校生が主なので。一般の人

は多分今はないと定期券を売るとかどうとかはないということなので、学校でもできるんで

はないか、というようなこともこの前総務委員会で申しあげました。で、もうひとつ今回な

ぜまたこういう昔を掘り返したようなことをいいますかといいますと、あのお、まあ、新し

く今度は駅舎を建て替えると。どうせ駅舎を建て替えるんならもう少しその多目的に、やる

ような考えを持ったらどうかというのもこの間ちょっといいましたけれども。あのお、例え

ば矢上高校生が産業課がつくった花であるとかいろんなものを売るようなもののそこへ、ね

え、展示てしてそれも管理していただくとか。あるいはまあ、その、周りのなんかの人が利



用しやすいそこに、そこであのお、どういうんか。たまりやすいというか。コミュニケーシ

ョンがとれるような場としてですね、そこをどうせ新しくするんなら、そういう形にするこ

とと、まあ、矢上駅というのが昔からの馴染みの名前なのでそれは、もつもたんは別といた

しましても、もしできるならば今度は名前でも変えたりね。しながらそういうふうに移行し

たほうがいいんではないかと。まあ、そういうことにしてあげるほうが、その管理をしてお

る人もやりがいがあるし、仕事もいろいろにあると思うんですよ。ただ、何をしとってんで

すかいうて、答えがえっと出んようなことじゃあね。やっぱりやりよる人も大変なんじゃな

いかと私が感じます。まあ、そういう意味でそれがどうとかこうとはいいませんが、まあ、

せっかく今回そういうことをつくり直すという意味において、もうちょっと建設的にね、幅

広くやったほうがいいんじゃないかということを申しあげておきます。以上です。 

●議長（辰田直久） はい、他にございませんか。 

●日野原議員（日野原利郎）議長 

●議長（辰田直久） はい、１０番、日野原議員 

●日野原議員（日野原利郎）はい、あのお、１０２ページ。農業振興費ですが、００１番。農

林総合事業事業費というのが３,３００万ばかし組んでございます。まあ、昨年と比べます

と、約、約ですが１,７００万ぐらい増えとると、なってるんですが、それと同時にこの中

で経営体育成事業というのは今年、昨年はついてましたけども今年はありません。まあ、例

えばその二つを併合したものになっておるのか、他に理由があるのか。その増えとる要因を

教えてください。 

●植田農林振興課長（植田弘和） 議長 

●議長（辰田直久） はい、植田農林振興課長 

●植田農林振興課長（植田弘和） はい、農林総合事業が増えている点。それから経営体育成

事業が今年計上されていないというとこの質問でございますけれども。農林総合事業につ

きましては今年新たに、きのこのさとづくりという事業が取り組まれることになりまして

ので、そのことを計上しておりますので、昨年に比べ事業費が増額になっております。そ

れから経営体育成事業につきましては事業要望を調査したところで、２９年度の要望が出

ておりませんので、年度当初での計上はいたしておりません。そういった関係でございま

す。 

●日野原議員（日野原利郎）議長 

●議長（辰田直久） はい、日野原議員 

●日野原議員（日野原利郎）はい、わかりました。あのお、まあ、非常にきのこのほうもあの

お、今一生懸命やっておられるようですので、いいことじゃないかというように思います。

それとですね、このメニューの中でいわゆるいろいろなメニューがあるようなんですが。子

牛、いわゆる子牛の保留に対する助成する事業があります。この配分のしかた、前々から思

っておったんですが。いわゆる全体事業費の中で子牛の保留に対する助成額を総額を決めて



その年の申し込み頭数、新たに予定する頭数によって割り振りをするということで。だいた

い農協のほうもどうも助成があるようなんですが。農協とあわせて１０万から２０万ぐらい

その年によって金額がかわってくるというようになっているようです。あのお、まあ、その

へんがあのお、年によって保留する頭数が多いときには一頭あたりの助成額が安い。少ない

ときには高くなるということ自体どうもちょっと納得しがたいことがあるんですが。そのこ

とと、あわせて今、ご承知のように大変に市場価格、子牛の市場価格があのお、高いんです

ね。農家の人にとってみると今高いんで、市場に出せば、売ればたくさん収入が入ってくる

し。まあ、７、８０万から１００万ぐらいというようにいわれておりますけれども。非常に

高い収入が得られる。保留すればそれが全く入ってこない。で、あのお、そうかといって出

してばっかりおると親牛がどんどん年とってきますんで更新をしなければならない。で、ま

た新たに市場から買ってこよう思うと今度は逆にすごい高いものを買ってこなくてはなら

ない。ということで、更新をしたんですが更新をすればまあ、現金収入が減ってくるんで、

そのへんを若干かんみしてこういった助成事業があるように私は理解しております。従いま

してこの、あのお、助成額についても例えばその時期のまあ、その年とはいわんでもそのへ

んの市場価格にあわせて例えば市場価格の３分の１相当のものとか、半額相当のものができ

れば半額相当のもとかいうようなだいたいの規準を定めて、あのお、助成をすべきじゃない

かというような思いがあるんですが。そのへんの考え方はいかがでしょうか。 

●議長（辰田直久） 植田農林振興課長 

●植田農林振興課長（植田弘和） はい、和牛の保留に関しての助成の考え方についてですけ

ど。あのお、従来は子牛の価格が低い時期ございましたのでそういった時期に将来に向け

ていい牛を残そうということでこの事業は創設されたんだというふうに私は思っており

ます。今はあのお、先ほどの議員のご質問の中にございましたように、子牛価格非常に高

騰しております。ただ、その、補助の考え方というのは収支の差額を助成するということ

ではなくて保留しよう、導入されようと思われるときに将来優良牛をつくるためにより血

統のいい牛を保留、導入されることを助成するためにその補助金がつくられたものであり

ますので。あのお、牛の価格が上がっているので農家にとってはその更に補助が必要だと

いう考えにはいたっておりません。 

●議長（辰田直久） 日野原議員 

●日野原議員（日野原利郎）はい、まあ、あのお、いわれることあのお、よく理解はできるん

ですけども。今ああして畜産のほうもどんどん多農家戸数が減ってきております。そういっ

た方向でできればあのお、まあ、そういった保留、あるいは購入にしてもそうですが。畜産

農家の方、和牛農家の方も振興するようにまたいろいろご検討いただきたいというように思

います。以上です。 

●議長（辰田直久） はい、他にございませんか。 

●亀山議員（亀山和巳）議長 



●議長（辰田直久） はい、１２番、亀山議員 

●亀山議員（亀山和巳）ええとですね、５９ページの一番下にあります、０３の羽須美地域振

興プロジェクト事業。これとええとですね、１０９ページにありますまん中どころの、０１

の農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業。これは羽須美地域とありますが、この二つ

の事業は関連するものなのか、全くべっこのものなのかを教えてください。それと後へ戻り

ますが、５９ページのまん中どころの自治会活動補助費。これにつきましては今年度予算、

当初予算を組むには補助金はゼロ査定で進むということでしたが、これも結果としては各自

治会の報告いいますか、そういった試算を積み上げてこういう結果になったものかというこ

とを確認させてください。それともう一点、ええと１１７ページの商工業振興費。これは、

それぞれ事業名があるわけですが、特にしごとづくりセンターについてはこうれは町が直営

でやる仕事だと思いますが、その００２、００３は、これは補助事業なり補助金とあるんで、

これはそこそそこの会のほうへ補助として流すんでしょうが。後の事業については商工観光

課のほういいますか、町が直営で進める事業でしょうか。そのてんの確認をお願いします。 

●土﨑建設課長（土﨑由文） 議長番外 

●議長（辰田直久） 土﨑建設課長 

●土﨑建設課長（土﨑由文） まず最初に農村漁村活性化プロジェクト支援交付金事業羽須美

地区とありますが、これはあのお、戦原キャンプ場を、県営で修繕いただきたいというふ

うに要望しております。これは採択にいたった場合は負担金として支払うというふうなこ

とで予算化しておるもので、直接には羽須美地域の振興とは関係ございません。 

●原定住促進課長（原修） 議長 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長 

●原定住促進課長（原修） 自治会補助金について申しあげます。自治会の補助金は自治会活

動補助金、地域活動活性化補助金等ございますが、当初ゼロベースで考えますということ

で、各自治会長さんへ通知のお手紙も出したりしたんですが、その後庁舎内で協議しまし

た結果、来年度の自治会補助金については今年度を同じ規模、考え方で支出しようという

結論にまとまりまして、従って来年度予算も今年度と同じ条件で積算したものをあげて計

上しておる次第です。 

●種商工観光課長（種文昭） はい、議長 

●議長（辰田直久） 種商工観光課長 

●種商工観光課長（種文昭） えー、商工業振興費の００４、小規模企業育成事業費でござい

ますが。これは町が出捐しております出捐金を元にしまして地元事業者の融資をしていく

という助成事業でございます。それから００５コミュニティビジネス支援事業でございま

すが、これは０１地域商業等支援事業これは県の補助事業に町が継ぎ足し補助をして地元

事業者の販路拡大、事業拡大等に支援をしていくものでございます。同じく０２の農林商

工チャレンジ支援事業費。これは町単独で同じく地元事業者を支援していくものでござい



ます。 

●亀山議員（亀山和巳）議長 

●議長（辰田直久） 亀山議員 

●亀山議員（亀山和巳）はい、ええと自治会の活動費については。短い言葉でい うなら、今

年は手がつけてなかったと理解してよろしいでしょうか。 

●原定住促進課長（原修） 議長 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長 

●原定住促進課長（原修） はい、そのとおりでございまして、自治会活動大変あのお、地域

での活動に密接に関係するものであるので、来年度はまたそのまま今年と同じような考え

方の措置をしたということでございます。 

●議長（辰田直久） よろしゅうございますか。他にございませんか。 

●清水議員（清水優文）議長 

●議長（辰田直久） １１番、清水議員 

●清水議員（清水優文）はい、ええと。５５ページの邑学館。運営費はこの予算は予算でええ

んですが。聞くところによりますと今年も明日は入試の発表ですが、他町村から高校生が多

くみえるようですが。これで充足、人数的に充足しとるかどうか。今後の見通しについてお

伺いします。 

●原定住促進課長（原修） 議長 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長 

●原定住促進課長（原修） お見込みのとおり、寮のほうの入寮生が多少増えるんじゃないか

という予想はしておりますが、施設的に現状のままで一応は大丈夫うということで、ただ

県のほうも邑学館でなく、もう一つ明渓寮のほうですね。明渓寮のほうの改修を予算化し

て考えているということでそちらのほうの収容力がまた増すということで、今後の対応はで

きるものであろうと解釈しております。 

●議長（辰田直久） 他にございませんか。 

●中村議員（中村昌史）議長 

●議長（辰田直久） はい、９番、中村議員 

●中村議員（中村昌史）１２５ページ、１２４、１２５ページ。道路新設改良費の００２、判

場川角線のことなんですが。えーと、議案５６号で補正予算案で減額になっておる金額と同

じような金額１万円ほど違うんですけども。が、あがっておると思います。あのお、２８年

度に判場川角線の工事が行われたのかどうか。それからええと、もし進んでいないというこ

とであればそのへんのいきさつをお伺いしたい。それから、全体的なその改良区間のうち進

捗状況がどういうふうになってるのかっていうことを教えてください。 

●土﨑建設課長（土﨑由文） 議長番外 

●議長（辰田直久） 土﨑建設課長 



●土﨑建設課長（土﨑由文） 最初に判場川角線でございますが、２８年度補正で減額、増額で

すが。補正で国ほうに１,０００万円追加要望をいたしました。これについては国へはです

ね、桜井鳴滝線、この改修事業に伴う増額ということで国のほうには申請しておりました。

ただ予算については１０月では、判場川角線が工事の途中になるということで振り替えて予

算要求しましたけれども。それはこの補正についてはならないと。あのお、路線を変更する

補正はいけないというふうに国のほう、県のほうから指導がありましたので１２月補正で、

今回の補正でかえさせていただきました。減額をさせていただきました。当初予算はついて

おりますので判場川角線は、工事は行っております。補正につていの減額が、増額にならな

かったということで減額をさせていただきました。２９年度は道路改良事業費というのが相

当抑えておりますので、１,０００万ということで、各路線ともほぼ同じぐらいの予算を計

上しております。まあ、１,０００万というところで中々進捗は今後はかれないかもしれま

せん。当初、年度当初は各路線１,０００万つけておりますけども、これを組みかえる２８

年度の進捗状況によっては、路線の増減をさせていただいてよりよい効率的な予算になるよ

うに今後検討してまた補正案でも検討いく必要があるかなというふうに思っております。判

場川角線の進捗状況でございますけれども、まだあのお、完成がすぐに見込めるという状況

ではございませんけども、完成に向けて予算計上をしております。もう数年はかかるかとい

うふうに思っております。 

●議長（辰田直久） よろしゅうございますか。はい。他にございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） はい、ないようですので議案第６３号の質疑を終わります。続きまして

議案第６４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６４号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６５号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６６号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６７号の質疑を終わります。続きまして、議案

第６８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６８号の質疑を終わります。続きまして、議案



第６９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６９号の質疑を終わります。ここで２番瀧田議

員にあのお、確認をいたしますが、先ほどの第５６号２８年度の補正予算のほうで農林振興

課長の答弁は個別に対応でよろしゅうございますか。それともここで議場での答弁が必要で

しょうか。そうでしょうか。よろしいですか。はい。それでは資料をあの、出すということ

でご了承いただきたいと思います。では、農林課長のちほど資料提出をお願いいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●議長（辰田直久） そういたしますと、議案第１７号から議案第６９号までの質疑は全て終了

致しました。本日の日程は議了いたしましたので、これにて散会といたします。ご苦労さま

でした。 

―― 午前１０時１０分 散会 ―― 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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